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(1) 既存製品: ASTERIA, Handbook 
(2) 新製品: Platio, Gravio 
(3) ブロックチェーン  
(4) デザインサービス (This Place) 
(5) コーポレート（全社）
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ASTERIA
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主力製品①
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ASTERIA導入社数推移

6,291社

11年連続市場シェアNo.1
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■ 直近12ヶ⽉間に、新たに 
645社がASTERIAを導⼊し 
累計導⼊社数は、

2017年8月9日発表

出典：テクノ・システム・リサーチ「2017年	ソフトウェアマーケティング総覧	EAI/ESB市場編」
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Q1事例：ナブコドア様
■ 新基幹システムと業界特有の業務フローを機能マッ

チング 
■ ASTERIAで、連携先の追加・変更時も、システムを

改修することなく迅速に対応可能に。

2017年4月18日発表

SAP 
Notes 
Excel 
連携

ナブコドア株式会社
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Q1事例：三協⽴⼭様
■ 企業統合・再編に伴う課題解決のため既存システム

を活かしたマスターデータ管理（MDM) を実現 
■ 従来1­２⽇間を要していた連携処理を、30分でス

ピード開発可能に。 
■ メンテナンス性、可⽤性が向上。

2017年5月9日発表

マスター 
データ 
管理 
(MDM)
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Q1事例：プロトコーポレーション様

■ 中古⾞情報Web掲載の⾼速化、スケーラビリ
ティーの向上を実現。 

■ 100%内製化を実現。200処理をオペレーターを
含む3名で半年以内に開発。

2017年5月11日発表

クラウド 
連携 

(Amazon) 
内製化
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重点施策：エコシステムの構築
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マスターパートナー 
サブスクリプションパートナー 

テクニカルパートナー 
アダプター開発プログラム

ユーザー導入事例 
ASTERIAユーザーグループ(AUG) 
デベロッパーネットワーク

標準ライセンス 
サブスクリプション

パートナー ユーザー
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マスターパートナー追加

2017年5月8日発表

2017年7月7日発表
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連携アダプター続々と開発

⽇本最⼤規模の企業データベース
「LBC」を搭載したデータ統合ツー
る「uSonar」の専⽤アダプター

⾃治体や地⽅銀⾏で1,200件以上の
導⼊実績を持つグループウェア＆
ワークフロー「POWEREGG」の専
⽤アダプター

2017年5月15日発表

2017年6月9日発表
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Handbook
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スマートに伝える、スマートに伝わる。

主力製品②
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Handbook 
累計契約件数推移

累計契約件数1,200件を超える

Handbook
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1,276件

2018年3月期2016年3月期 2017年3月期

市場シェア 
No.1

出典：ITR Market View:エンター 
プライズ・モバイル管理市場2016

■ 前年同期から12ヶ⽉間で、 
新たに216件の新規導⼊が 
あり、累計導⼊権数は、

1,276
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Q1事例：JT様（分煙コンサルティング）

■日本たばこ産業の「分煙コンサルタント」
が使う資料の配信ツールに。 

■コンテンツ登録の際の操作性が改善され、
ストレスなく効率的な業務運営を実現。

2017年6月8日発表
Handbookで配信された 

コンテンツのイメージ
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第5世代 Handbook 発表
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5
■ ５つの「S」をコンセプトとした「Handbook 5」を8⽉末に出荷開始

MCM
Mobile Content Management

(管理)
Handbook 4 まで

MCE
Mobile Content Enablement

(活⽤)
Handbook 5

2017年7月18日発表
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Handbook 5 で広がる活⽤⽤途

14
14

Handbook 3

Handbook 4

現場配信者

コンテンツ利⽤の拡⼤

Handbook内コンテンツの
オートプレイ利用

360度画像・動画対応

「働き⽅改⾰」の促進

Split View＆マルチタスクによる  
複数アプリ同時活用

新技術対応で新たなワークスタイルを

スマートシェアによる
組織外へのコンテンツ共有

組織外配布の強化
セミナー・カンファレンス
での大人数資料共有

店舗・展示会での 
サイネージ活用

空間アピール 
での活用

HoloLens対応 
2in1 Windows PC対応強化

様々なデバイスを
活用可能に

新デバイスへの対応

みんなで
閲覧

マルチ
デバイス
利用

自動で
再生

訴求力
UP

作業効率
UP

+ビデオチャット

+Pla%o
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新製品

Platio
（プラティオ）

Gravio
（グラヴィオ）
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企業情報システム

モノ（IoT）

16

ヒト

ヒトとモノをつなぐ

ビジネスを自動化する 
エッジコンピューティング基盤

コラボレーションを促進する 
モバイルコンテンツ基盤

システムをつなぐ

つなぐフィールドはIoTに拡⼤

Handbook

Platio

システムと 
モノをつなぐ

システムと 
ヒトをつなぐ

フィールド業務を効率化する 
IoTモバイル・クラウド基盤

Gravio
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Platio

Platio - ⼈とモノをつなぐ
✓テンプレートから簡単開発

■ 2017年2⽉出荷開始 
■ テンプレートからの選択に

より簡単にIoT対応モバイル
アプリを開発できる画期的
ソフトウェア

プラティオ ✓アジャイルに、配布→運⽤

2018年３月期 第１四半期決算説明会
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Q1事例 - 明和地所様
■ マンション管理業務の品質向上にむけIoTを活⽤した実証実験にPlatioを採⽤

想定する成果

電話では不具合などの状
況把握は難しく、 
不要な訪問が発⽣

予兆保全を進めたいが 
基礎的な情報収集に 
コストはかけにくい

管理員がタブレットで業務報告や 
故障箇所の写真/動画クラウドで共有

実証実験としてIoTセンサーによる 
情報送信の可能性を検討中

常時現場からの 
報告を参照可能に

写真/動画で現場状況が 
詳細に把握可能に。 
不要な訪問を削減

センサーから予兆保全の 
情報を手軽に収集でき 
迅速な対応が可能に

課題・背景

解決策
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データフロー 
ビュー

レイアウト 
ビュー

✓IoT機器の制御も可能

Gravio - システムとモノをつなぐ

Gravio
グラヴィオ

■ 2017年6⽉出荷開始 
■ ノン・プログラミングで実現

する、本格的エッジ・コン
ピューティングミドルウェア 

■ Windows 10で稼働

2018年３月期 第１四半期決算説明会
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✓ ASTERIAでの対応 
✓ Gravioでの対応 
✓ ブロックチェーンを 

基盤としたサービス 
✓ BCCCでの活動

ブロックチェーン
■ 2017年4⽉に「ブロックチェーン事業推進室」発⾜
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⾦融以外にもブロックチェーン

流通 製造

公共 医療

FinTech 
（金融）

TransTech ManuTech

GovTech MediTech

■ フィンテック以外にも様々な領域に応⽤可能
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株主総会投票実証実験成功
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登録・投票用フォーム 
（Google Forms）

結果集計 
（AWS S3）

①事前登録

②議決権⾏使

③結果確認

◆Node 1（西日本）

◆Node 3 
（アメリカ西）

◆Node 2（東南アジア）

ブロックチェーンネットワーク
（Microsoft Azure）

◆Node 4 
（ヨーロッパ北）

HTML

■ 実際の株主総会の議案を使⽤して、複数トークンを使⽤した投票を実施。 
■ 主催者でも改竄できない透明性の⾼い投票の実現のために。

近々ホワイトペーパーを公開予定
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ロンドンのハッカソンで優勝
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■ ロンドンで開催された”Break the Block”ハッカソンでThis Placeチームが優勝 
■ ブロックチェーンを活⽤した、イベント保険の料率計算から⽀払の⾃動化まで

詳しくは→h/ps://www.infoteria.com/jp/news/press/2017/08/10_02.php
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21世紀型の組織へ

階層-規律-統制 自律-分散-協調

20世紀型 21世紀型

会社も社会も 
ITの構造も

足りないこと！？

なぜブロックチェーンなのか？
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ブロックチェーンが実現

階層-規律-統制 自律-分散-協調

ブロックチェーンの貢献 
✴価値移転の⾃律⾃動化 
✴契約履⾏の⾃律⾃動化 
✴中央管理不要な仕組み

ブロックチェーンは社会基盤に
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2017年4⽉20⽇This Place社を100%⼦会社に

デザインサービス
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企業向けソフトもデザインファーストに

機能ファースト デザインファースト

コンシューマーにおける 
典型的な例：iPhone

背景：ソフトウェアの選択権が、IT部門から現場へシフト

✴最初はコピペすらなかった 
✴機能○×表からは産まれない

中期的なThis Place買収の狙い
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✴ 100%⼦会社のThis Placeを中⼼として提供 

✦ 顧客企業のブランディング戦略 

✦ ウェブやモバイルアプリのデザイン 

✦ ウェブやモバイルアプリの開発⽀援 

✴ 今第１四半期の主な売上先 

✦ 欧州⼤⼿のスーパーマーケットチェーン企業 

✦ ⽶国⼤⼿携帯キャリア企業

デザインサービスが⼤きく貢献

企業のデジタライゼーションを⽀援
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コーポレート 
（全社）
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コーポレート（全社）

✴This Place社買収 

✴⾃⼰株式取得 

✴取締役選任 

✴22.5億円の資⾦調達

（2017年4⽉）

（2017年6⽉）

（2017年6〜7⽉）

‣株主総会にて4名の取締役を選任（うち社外取締役３名） 
‣社外取締役⽐率75%

‣7 Mポンド（約10億円）＋業績連動のアーン・アウト⽅式 
‣先払いによる過払いを防ぎ、経営陣のリテンションにも

‣新株予約権による調達。15億円（6⽉）＋7.5億円（7⽉） 
‣資本⾦：18億9,204万円に増加

（2017年5〜6⽉）
‣ 185,300株、199,958,800円を取得 
‣将来のアーン・アウト⽀払、その他機動的な活⽤
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Global COO社⻑ / CEO 副社⻑ 
最⾼技術責任者

最⾼財務責任者 中国開発センター担当

Dusan Hamlin北原 淑⾏平野洋⼀郎 ⿑藤 裕久 Sim Wong

グローバルな経営陣
⽥村耕太郎五味 廣⽂平野洋⼀郎 Anis Uzzaman

‣ 当社創業者 
‣ 社長 / CEO 
‣ シンガポール在住

‣ 米Fenox Venture 
Capital CEO 

‣ 米国在住

‣ National University 
of Singapore教授 

‣ シンガポール在住

‣ 西村あさひ法律 
事務所 顧問 

‣ 元 金融庁長官

‣ ロンドン在住 ‣ 中国在住

社外取締役 社外取締役 社外取締役代表取締役

執行役員 執行役員 執行役員 執行役員 執行役員
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システムをつなぐ

ヒトをつなぐ

モノをつなぐ

未来へ「つなぐ」インフォテリア

思いをつなぐ
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London

Seattle 
 CupertinoHangzhou 

Shanghai 
Hong Kong

Tokyo 
Osaka

Singapore

ソフトウェアで世界をつなぐ

33

3853



2018年３月期 第１四半期決算説明会

本説明会及び説明資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、
現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に不
確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、さまざまな要因
の変化等により、これらの見通しと異なる場合がありますことを
ご了承ください。

34

2018年3⽉期 
第１四半期 決算説明会

（証券コード：3853）


